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私たちは、和泉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

痛みの少ない胃カメラ・大腸カメラ

和泉市尾井町2ー8ー6

TEL（0725）40ー0770

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
● ● ● ／ ● ●
● ● ● ／ ● ／

日・祝
／
／16 30 ～： 19 30：

9 00 ～： 12 00：

胃がん内視鏡検診承ります
かんの歯科クリニック

１５００～： ２０００：
９ ００ ～： １３００：

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
● ● ● ● ● ●
● ● ● ー ● ●

日
ー
ー

休診日 日曜・祝日（但し、祝日のある週は木曜の午後も診療）

www.kanno-shika.com
ホームページからも診療ご予約いただけます

〒594-1101 和泉市室堂町608－40

FAX（0725）57ー6481
（0725）57ー6480

ム　 シ　 バ　ゼロ

和泉市山荘町1368ー1

社会福祉法人 悠人会
介護老人保健施設

サンガーデン府中サンガーデン府中
通所リハビリテーション  ショートステイ
訪問リハビリ  ヘルパーステーション
いきいきネット相談支援センター

介護・リハビリのことなら

TEL（0725）46ー2001

社会医療法人 

ペガサス

和泉市上町81番地

脳神経外科 ・ 内科 ・ 外科 ・ 整形外科
リハビリテーション ・ 予防接種

介護療養型老人保健施設エクウス内1階

院内薬局併設╱駐車場完備

馬場満記念クリニック

午後6 00～： 7 00：
午前9 00～： 12 00：

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ／

TEL（0725）43ー2010

特定健診
市民検診

受付けます 社会福祉法人　和泉福祉会 

ファミーユ 

（0725）56ー2222
和泉市いぶき野5－5－1

介護老人福祉施設（29床）
ショートステ イ（29床）
ケアマネジャー担当（70件）

相続・税金はお気軽にご相談ください
公認会計士・税理士 杉 本 光 伸
税理士・行政書士 杉 本 太 平
税 　 理 　 士 杉 本あすか

杉本会計事務所

（0725）45ー2288

和泉市府中町２-１-３
南海和泉府中ビル2階

土曜・日曜 
も診察 
しております 

眼科一般・白内障、緑内障検診・小児眼科・レーザー治療など

日本眼科学会認定　眼科専門医 

井手眼科 

１4 ００ ～ ： １9 ００ ： 
９ 4０ ～ ： １3 ００ ： 

月 受 付 時 間 火 水 木 金 土 
○ ○ ／ ○ ○ ○ 
○ ○ ／ ○ ○ ○ 

日 
△ 
△ 

祝 
／ 
／ 

（0725） 40ー5015 

初診・急患随時受付
駐車場完備

検索 井手眼科 

△第一・三日曜、休診

和泉市伯太町2ー31ー12
（0725）41ー2904

介護のことならお任せ下さい

（有）和泉ファミリーケア
　　　　居宅介護支援事業所
　　　　訪 問 介 護 事 業 所
　　　障害訪問介護ステーション
和泉市ホームヘルプ委託サービス
看護婦家政婦紹介所（厚生労働大臣許可）

支援費

介護保険

（0725）53ー1133

医療法人 和泉会

和泉市若樫町３０ー１

介護老人保健施設

一般入所・認知症入所 デイ（通所・パワーリハ有）
訪問介護ステーション　訪問リハビリ

特別養護老人ホーム ショートステイ
デイサービスセンター ヘルパーステーション
居宅介護支援事業所 障がい者相談支援センター
いきいきネット相談支援センター

地域包括支援センター 地域密着型介護老人福祉施設

和泉市和気町３ー5ー19
TEL（0725）46ー0460

ビオラ和泉

「愛と誠実」をこころに
私たちが全力でサポートします！

社会福祉法人 芳春会
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私たちは、和泉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

私たちは、和泉市老人クラブ連合会の活動を応援しています俳句・詩作

新聞や雑誌に投稿したり
将来の夢にもつながる
趣味。

家庭菜園・ガーデニング

自然に触れながら行うので
癒し効果があり、健康にも
良い趣味として人気。

和泉リサイクル環境公園

資源に変えるチカラ、自然に還すチカラ。

和泉リサイクルセンター

〒５９４－１１１６  和泉市納花町４０７－１５
定休日  月曜日

〒５９４－１１４４  和泉市テクノステージ２－３－２８
TEL（0725）54ー3061 FAX51ー3133

TEL（0725）55ー6969 FAX55ー9966

総 合 建 設 業 

和泉市伯太町2ー13ー20

（0725） 44ー3305FAX
（0725） 41ー2081（代） 　

小田店・工房　和泉市小田町３－２－１３
（0725）41ー0271

（0725）41ー3036

営業時間／9：00～19：00

和泉府中店　和泉市府中町３－１２－３０

御菓子司

24時間
営業

安全・安心の送迎
お近くでもお気軽にどうぞ
心のこもったサービスを心がけております
タクシーの御用命は

和泉タクシー㈱
0120ー138ー123

イ ザ ヤ  イ ズ ミ

和泉市和気町3－344－1
TEL（0725）41ー1600

本社製粉 和泉市寺田町1－1－10

埠頭サイロ 高石市高砂2－3－9

飯坂製粉株式
会社

FAX（072）268ー1887
（072）268ー1051（代）

FAX（0725）45ー0062
（0725）41ー2055（代）

和泉市観音寺町８５０番地の５ 

（0725） 46ー0680
FAX（0725） 46ー0681

延 時  隆 
税理士事務所 

法人・個人の税務申告代理
企 業 診 断 ・ 経 営 相 談
相 続 ・ 事 業 承 継 対 策

公認会計士・税理士

阪 広久事務所
泉大津市東豊中町1ー6ー25
（0725）46ー0123

イズミヤ　ニトリ　専門店
和泉市いぶき野５丁目１－１１
（0725）55－1008

スマートフォン・携帯電話の
バーコードリーダーで
QRコードを読み込んでください。

TEL（0725）43ー1231
FAX（0725）43ー1355

和泉市府中町7丁目2番18号

https://memorialhall.jp/
hall/network/
mh-izumi-fuchu

総合葬儀会館

御 賛 助

EVERS  CORPORATION

TEL（0725）41ー1655
FAX（0725）41ー1658

和泉市王子町3ー18ー17

http://evers.c.ooco.jp/
E-mail : evers.corp@nifty.com

㍿大和螺子製作所

TEL（0725）56ー1199
FAX（0725）56ー0401

和泉市浦田町482番地

ISO 14001認証取得
ISO  9001認証取得

泉海商運株式会社

大阪営業所

和泉市平井町307-1

TEL（0725）58ー6650
TEL（0725） （代）57ー2630本　社

一般貨物 自動車運送事業
貨物軽自動車運送事業

　

４
月
28
日
㈰
、
和
泉
シ
テ
ィ

プ
ラ
ザ
に
お
い
て
平
成
31
年
度

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

司
会
の
大
塚
副
会
長
か
ら

開
会
が
宣
言
さ
れ
た
後
、
構
成

員
２
４
７
人
の
う
ち
出
席
者

１
５
２
人
・
委
任
状
提
出
30
人

で
、
本
総
会
の
成
立
要
件
を
満

た
し
て
い
る
旨
を
会
場
に
告
げ

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
主
催
者
を
代
表
し

て
門
林
会
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が

あ
り
、「
平
成
26
年
か
ら
会
員

増
強
運
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
会
員
減

少
が
続
い
て
い
ま
す
。
令
和
へ

の
改
元
を
機
に
、
さ
ら
な
る
会

員
の
増
強
を
目
指
す
べ
く
、
Ｓ

Ｃ
大
阪
が
新
た
に
提
唱
す
る

“
＋
１（
プ
ラ
ス
ワ
ン
）友
だ
ち

入
会
作
戦
〜
会
員
一
人
が
、
一

人
の
友
だ
ち
に
ク
ラ
ブ
入
会
の

声
か
け
を
〜
”
に
賛
同
し
、
推

進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
和
泉
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
で
は
“
教
養（
今
日

用
が
あ
る
）と
教
育（
今
日
行

く
）で
健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う
”

を
合
言
葉
に
掲
げ
、
友
愛
活
動

の
充
実
と
強
化
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
」
と
力
強
く
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。

　

次
に
、
来
賓
を

代
表
し
て
辻
宏
康

和
泉
市
長
か
ら
祝

辞
を
頂
戴
し
、
有

里
榮
陽
和
泉
市
社

会
福
祉
協
議
会
会

長
の
来
賓
紹
介
を
経
て
、
各
議

案
の
審
議
へ
と
移
り
ま
し
た
。

＊　
　
　
　
　
　

＊

　

会
則
に
則
り
門
林
会
長
を
議

長
に
選
出
し
、以
下
の
議
事（
議

案
４
・
報
告
１
）
へ
と
進
み
ま

し
た
。

【
第
１
号
議
案
】

▼
平
成
30
年
度
事
業
実
施
報
告

　

脇
田
副
会
長
が
総
会
議
案
書

に
基
づ
い
て
、
主
な
事
業
の
活

動
内
容
を
報
告

し
ま
し
た
。

【
第
２
号
議
案
】

▼�

平
成
30
年
度

収
入
支
出
決

算
報
告
及
び

会
計
監
査
結

果
報
告

　

鈴
木
前
会
計

が
総
会
議
案
書

の
決
算
報
告
書

に
よ
り
、科
目
、

決
算
額
、
差
額

内
容
お
よ
び
特

別
会
計
を
詳
細
に
報
告
。
続
い

て
、
山
下
監
事
か
ら
「
４
月
４

日
に
大
嶋
前
監
事
と
関
係
書

類
、諸
帳
票
の
監
査
を
実
施
し
、

不
備
や
誤
り
が
な
い
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
」
と
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

【
報
告
第
１
号
】

▼
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

　

役
員
候
補
者
推
薦
委
員
会
の

南
肇
委
員
長
か
ら
報
告
が
あ
り
、

会
則
七
条
一
項
に
基
づ
き
推
薦

委
員
会
を
開
催
し
、
校
区
会
長

会
議
で
承
認
を
受
け
た
旨
を
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
３
号
議
案
】

▼
平
成
31
年
度
事
業
計
画（
案
）

　

脇
田
副
会
長
か
ら
議
案
書
に

基
づ
い
て
基
本
方
針
、
重
点
目

標
で
あ
る
生
き
が
い
づ
く
り
、

健
康
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
、

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
、「
会
員
増
強
は
組
織
の

強
化
と
活
性
化
に
欠
か
せ
な
い

重
要
な
課
題
で
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
出
席

者
に
呼
び
か
け
ま
し

た
。

【
第
４
号
議
案
】

▼�

平
成
31
年
度
収
入

支
出
予
算（
案
）

　

辻
村
会
計
よ
り
予

算
書
案
に
基
づ
い
て

科
目
、
予
算
額
、
備

考
欄
の
内
容
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
前

年
度
と
相
違
す
る
箇

所
に
つ
い
て
は
詳
細
に
説
明
を

行
い
ま
し
た
。

　

以
上
、
す
べ
て
の
議
案
に
お

い
て
議
長
が
質
問
・
意
見
を
会

場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、「
異
義

な
し
」
の
声
と
賛
成
の
拍
手
に

よ
り
、
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
議
長
か
ら
議
事
進

行
の
お
礼
が
述
べ
ら
れ
、
温
か

い
拍
手
の
な
か
降
壇
。そ
の
後
、

役
員
、
校
区
会
長
、
女
性
部
幹

事
、
若
手
部
副
部
長
の
紹
介
が

あ
り
、
坂
倉
副
会
長
の
閉
会
の

あ
い
さ
つ
を
も
っ
て
、
総
会
は

滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

＊　
　
　
　
　
　

＊

　

休
憩
を
は
さ
ん
で
行
わ
れ
た

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、「
ハ

ラ
・
腹
一
座
」
が
登
場
。
踊
り

や
シ
ャ
ン
ソ
ン
な
ど
多
様
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
楽
し
い
雰
囲
気
を

演
出
、
最
後
の
「
幸
せ
な
ら
手

を
た
た
こ
う
」
で
は
会
場
が
一

体
と
な
り
ま
し
た
。（
総
務
部
）

辻宏康 和泉市長

役　

職　

名

氏　

名

部
会

相

談

役
小
山　

良
信

相

談

役
三
井
ヤ
ヱ
子

会

長
門
林　
　

淳

副

会

長

兼
若
手
部
長
坂
倉　

良
文
健
康

副

会

長

兼
総
務
部
長

信
太
校
区
会
長
脇
田　

健
一
総
務

副

会

長

兼
女
性
部
長
大
塚　

繁
子
文
化

会

計

兼
研
修
部
長
辻
村　
　

望
研
修

書

記

兼
広
報
部
長
門
林　

良
治
広
報

監

事

兼
健
康
部
長
山
下　

純
雄
健
康

監

事

兼
文
化
部
長
吉
野　
　

博
文
化

役　

職　

名

氏　

名

部
会

国
府
校
区
会
長
橋
本　
　

武
研
修

和
気
校
区
会
長
奥
野　
　

勉
健
康

伯
太
校
区
会
長
中
逵　

方
敏
文
化

池
上
校
区
会
長
南　
　
　

肇
総
務

黒
鳥
校
区
会
長
石
原　

久
司
総
務

芦
部
校
区
会
長
堀
田　

德
雄
文
化

北
池
田
校
区
会
長

仲
谷　

楠
則
研
修

南
池
田
校
区
会
長

門
林　

重
嗣
文
化

北
松
尾
校
区
会
長

藤
原　

儀
男
文
化

南
松
尾
校
区
会
長

松
山　

久
司
広
報

横
山
校
区
会
長
酒
井　
　

勉
研
修

南
横
山
校
区
会
長

田
中　

圭
治
健
康

幸
校
区
会
長
内
田　

正
志
文
化

鶴
山
台
南
校
区
会
長

信
野
喜
久
雄
健
康

鶴
山
台
北
校
区
会
長

佐
川　

欣
二
文
化

緑
ケ
丘
校
区
会
長

大
野　

清
久
総
務

光
明
台
南
校
区
会
長

平
川　
　

穰
総
務

光
明
台
北
校
区
会
長

栗
山　

順
行
広
報

い
ぶ
き
野
校
区
会
長

福
森　

午
郎
健
康

青
葉
は
つ
が
野
校
区
会
長

中
田　

治
久
広
報

女
性
部
幹
事
赤
阪
チ
ヨ
子
広
報

女
性
部
幹
事
西
田　

敏
子
研
修

女
性
部
幹
事
梶
山
香
代
子
総
務

若
手
部
副
部
長
門
林　

清
成
広
報

旧　

役　

職

氏　

名

副

会

長

兼
女
性
部
長
三
井
ヤ
ヱ
子

会

計

兼
研
修
部
長
鈴
木　
　

武

監

事

兼
文
化
部
長

鶴
山
台
南
校
区
会
長

大
嶋　

二
郎

国
府
校
区
会
長
辻
村　
　

望

北
池
田
校
区
会
長

門
林　

楠
三

南
池
田
校
区
会
長

溝
川　

哲
也

北
松
尾
校
区
会
長

関
戸　

恒
夫

横
山
校
区
会
長
奥
野　

裕
之

仲　
　
　

勝

緑
ケ
丘
校
区
会
長

西
村　
　

馨

光
明
台
南
校
区
会
長

内
田　

昌
男

女
性
部
幹
事
澤
井　

幸
子

市
老
連
事
務
局
体
制

（
市
社
協
内
）

役　

職

氏　

名

事

務

局

長
山
本
正
二
郎

担

当

次

長
山
川　
　

進

担

当

係

長
仲
谷　
　

大

主

担

当
天
日　

千
弓

副

担

当
安
井　

麻
奈

副

担

当
多
田　

英
代

退任されました役員・校区会長は上記のとおりです。
長い間のご尽力、誠にありがとうございました。

※
敬
称
略

※
敬
称
略

※
敬
称
略

退
任
役
員
・
校
区
会
長

令
和
元
年
度 

和
泉
市
老
連
役
員
・
校
区
会
長
名
簿

「ハラ・腹一座」によるアトラクション

　

会
員
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
日
ご
ろ

か
ら
当
連
合
会
の
活
動
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

和
泉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、

昭
和
37
年
に
３
０
０
０
人
余
り
の
会

員
数
で
発
足
以
来
、
諸
先
輩
が
「
健

康
・
友
愛
・
奉
仕
」
の
３
つ
の
テ
ー

マ
を
掲
げ
、
高
齢
者
の
福
祉
の
向
上

と
会
員
活
動
の
充
実
に
努
め
ら
れ
、

着
実
に
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
、
全
国
的
な
傾
向
と
は

い
え
、
当
連
合
会
に
お
き
ま
し
て
も

平
成
24
年
を
ピ
ー
ク
に
会
員
増
加
の

記
録
が
止
ま
り
、
減
少
傾
向
が
続
い

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

今
後
、
平
成
26
年
度
か
ら
５
年
間

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
３
２
０
０
」の
検
証
を
行
い
、

成
果
と
反
省
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
お
互
い
支
え
合
い
、
励
ま
し

合
い
な
が
ら
楽
し
み
を
共
有
で
き
る

仲
間
の
輪
を
広
げ
、
長
寿
の
輪
を
実

感
で
き
る
人
間
関
係
を
醸
成
す
る
ク

ラ
ブ
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
当
連
合
会
で
は
、
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
わ
が
町
で
「
近
所
づ

き
あ
い
」「
人
づ
き
あ
い
」
な
ど
を

念
頭
に
置
き
な
が
ら
、「
教
養
と
教

育
で
健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う
」
を
合

言
葉
に
掲
げ
、「“
今
日
用
事
が
あ
る

（
教
養
）”
と
“
今
日
行
く
と
こ
ろ
が

あ
る（
教
育
）”」
と
心
に
張
り
合
い

を
持
ち
行
動
に
移
す
こ
と
を
促
し
、

お
互
い
に
支
え
合
う
友
愛
活
動
の
さ

ら
な
る
充
実
や
強
化
に
取
り
組
み
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
近
年
、
高
齢
者
の
詐

欺
被
害
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な

り
、
地
域
で
防
い
で
い
こ
う
と
い
う

中
で
、
和
泉
警
察
署
に
お
き
ま
し
て

は
「
和
泉
だ
ま
し
か
え
し
隊
」
の
一

員
「
だ
ま
ふ
り
Ｇ
メ
ン
」
と
い
う
取

り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
も
は

や
個
人
が
気
を
つ
け
て
い
れ
ば
防
げ

る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
誰
も
が

被
害
者
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
当
連

合
会
が
中
心
と
な
り
、
大
阪
府
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
共
催
、
大
阪
弁
護

士
会
、
大
阪
府
警
察
本
部
、
和
泉
警

察
署
、
和
泉
市
関
係
機
関
、
和
泉
市

社
会
福
祉
協
議
会
の
協
力
を
得
ま
し

て
、「
高
齢
消
費
者
被
害
防
止
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
、

７
月
４
日
㈭
午
前
10

時
か
ら
J
R
和
泉

府
中
駅
周
辺
と
イ
オ

ン
和
泉
府
中
店
周
辺

で
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
被
害
防
止
を
呼
び

か
け
、
安
全
・
安
心

の
ま
ち
づ
く
り
の
一

助
を
担
い
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
（
６

面
参
照
）。

　

当
日
は
、
大
阪
府

の
も
ず
や
ん
、
大
阪

府
警
の
フ
ー
く
ん
と

ケ
イ
ち
ゃ
ん
、
和
泉
市
の
コ
ダ
イ
く

ん
と
ロ
マ
ン
ち
ゃ
ん
に
も
登
場
し
て

い
た
だ
き
、
大
い
に
盛
り
上
げ
る
予

定
に
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
ぜ
ひ
と
も
盛
大
に
、
成
功

に
導
く
た
め
に
は
、
皆
さ
ま
方
の
絶

大
な
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
経
験
し
た
台
風
な

ど
自
然
災
害
の
経
験
か
ら
、
日
ご
ろ

か
ら
の
人
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ

「
共
助
」
の
必
要
性
を
強
く
認
識
し

ま
し
た
。
今
後
、
地
域
で
の
連
帯
を

深
め
る
た
め
、
わ
れ
わ
れ
の
知
識
と

経
験
を
活
か
し
た
「
健
康
・
友
愛
・

奉
仕
」
を
テ
ー
マ
に
、
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
頑
張
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
ご
健
勝
と

ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私

の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

令
和
元
年
、
喜
び
の
年
、

新
し
い
時
代
の
幕
開
け
の
年

和
泉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

会
長　

門
林　
　

淳

本部役員一同、頑張ってまいります

教養と教育で健康寿命を延ばそう！
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私たちは、和泉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

私たちは、和泉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

学校法人　日高学園 

聖ヶ岡幼稚園 
和泉市太町1 3 3 の 1

心と体力づくりにはげむ 

41ー0813
44ー4020FAX

和泉市光明台3丁目6番地

園見学随時募集中！
TEL（0725）56ー2661

平成27年度より“認定こども園
（幼稚園型）”として再スタートしました。
地域の子育て支援にも力を入れ、
働くお母さんをサポートします。

認定こども園

光明台幼稚園
認 定 こ ど も 園認 定 こ ど も 園

和泉チャイルド幼稚園和泉チャイルド幼稚園
和泉市王子町２－１－５２

http ://www. izumich i ld .com/
FAX（0725）41ー2999
（0725）41ー2996（代）

学校法人 浩陽学園学校法人 浩陽学園
【幼保連携型認定こども園】

和泉市伏屋町3-5-22
（0725）55ー2199

FAX（0725）57ー2025

学校法人共立学園
認定こども園新光明池幼稚園

学校法人 スピノラ学園

双百合幼稚園

和泉市唐国町4丁目4番11号
（0725）54ー1770

和泉市伯太町6丁目10ー20
（ロフティロット1Ｆ）

整形外科・リハビリテーション科
医 療 法 人

原田整形外科
クリニック

午後 4 ３０～： ７ ００：
午前 9 ００～： １２００：

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○ ○ ○ × ○ ○
○ ○ ○ × ○ ×

日
×
×

休診日　土曜午後・日曜・祝日・木曜

（0725）46ー4601
自然の中でいきいき、のびのび、たくましく

幼保連携型認定こども園

和泉市仏並町358ー11
（0725）90ー2501
FAX（0725）90ー2503

http://yokoyamakinomi.sakura.ne.jp

のびのび自然 360°

学校法人 愛集学園　認定こども園

〒594－0004 和泉市王子町1118－59
TEL（0725）41ー1943 FAX45ー2943

〒594-1105　和泉市のぞみ野２-１-11
0725ー55ー3635FAX0725ー55ー3577TEL

有料老人ホーム

老人ホーム

カーサ咲花 のぞみ野館

〒594-1105　和泉市のぞみ野1-3-30
0725ー55ー1688FAX0725ー55ー1919TEL

咲 花 病 院社会医療法人 啓仁会

〒594-1105　和泉市のぞみ野3-２-23
0725ー55ー9278FAX0725ー55ー9277TEL

ウェルカーサ のぞみ野

〒590-0132　堺市南区原山台2-7-1
072ー294ー7700FAX072ー295ー8833TEL

堺咲花病院社会医療法人 啓仁会

〒594-1105　和泉市のぞみ野3-3-17
0725ー55ー5554FAX0725ー55ー5551TEL

コムフォンテ咲花医療介護複合施設

内科・リハビリテーション科・通所リハビリ

大島クリニック
医療法人 紀生会

午後 5 ００～： 7 3０：
午前 9 ００～： １２００：

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ／ ○ ○
○ ○ ○ ／ ○ ／

日
○
／

休診：土曜午後・日曜午後・木曜・祝日
土曜・日曜はAM9：00～PM1：00迄

●デイケア送迎あり ●駐車場完備 ●日曜診療

（0725）41ー0061（代）
〒594ー0023  和泉市伯太町6丁目9番11号

和泉市府中町１丁目８番３号
（和泉ショッピングセンター２階）

（0725）45ー3119

村田胃腸科内科

午後５ ００～： ８ ００：
午前９ ００～： １２３６：

月診 察 時 間 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ／ ○ ○
○ ○ ○ ／ ○ ／

日・祝
／
／

休　診　土曜午後・木曜・日曜・祝日

もりもと泌尿器科クリニック

堺市南区鴨谷台2丁1ー3 アクトビル2F

※近大医師による外来診療を行います。
△13：00まで

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○ △

○ ○ ○ ／ ※ ／

日・祝
／

／17 00 ～： 19 30：

9 00 ～： 12 30：
／ ※ ／ ／ ／ ／ ／14 00 ～： 16 00：

TEL （072） 268ー2000 

市 老 連 の 取 り 組 み市 老 連 の 取 り 組 み

　東京オリンピック・
パラリンピック開幕ま
で１年余りとなり、テ
レビやスマホ、新聞な
ど今まで以上の報道特
集に、出場候補選手もなお一層“心・技・体”づくりに励み、
メダル獲得や新記録達成に向けて猛練習し、事前記録会なども
大いに気になるところです。
　戦後、衣食住も順調に整い、より以上の高度化も進化してい
ます。平成の時代、日本の選手の体格もよくなり外国の選手に
引けを取らない時代になりました。高齢者の私たちはテレビ観
戦で応援しながら、感動にひたりたいと思います。
　市老連健康部では、今年度も５月16日㈭にシニアグラウン
ド・ゴルフ大会（開催済み）、７月11日㈭にニュースポーツ講
習会、10月23日㈬にシニアペタンク大会を開催いたします。
日々練習に励んでいただいたグループで大会に参加していただ
きたいと思います。スポーツ大会の楽しさと感動を、お友達と
ともに広げてもらえればと思います。日々体力を強化して健康
な体であれば、この上ない喜びだと思います。
　健康部の活動内容は、市老連ホームページでもご紹介してい
ますので、ご覧いただきたいと思います。また、ニュースポー
ツの道具など物品の貸し出しもございます。事務局までご連絡
ください。

部 長　山下　純雄

　総務部部長として２
期目となりました。総
会、市老連大会が総務
部の主な担当業務にな
ります。
　総会は、連合会を運営する上で基本となる重要な課題を検討
する場です。議案書を事前に早くお渡しし、内容を検討してい
ただくことにより、有意義な総会になります。校区会長会、役
員会、部会、事務局の職員とで議案書が早く作成できるよう努
めていきます。
　総会の構成員は、単位クラブ代表者以上であり、会員全員の
意見が反映されるものではありませんが、連合会発行の「すこ
やか和泉」において、詳細に内容を伝えたいと考えます。総会
の場において議事内容を活発に協議、検討して今後の連合会の
発展につなげたいと思います。
　９月には市老連大会が開催されます。長寿・金婚等のお祝い
と、退任する役員・校区会長・単位クラブ会長への感謝状の贈
呈式などがあります。対象者は約950人にのぼります。大きな
大会ですので、多くの方が参加できるよう検討していきたいと
考えています。
　最後に、会員の増強が当連合会にとって大きな課題です。役
員会、校区会長会などで詳細に内容を検討、分析していきます。
今後のご支援よろしくお願いします。

部 長　脇田　健一

　平成時代が幕を下ろし、
５月１日に新しい天皇陛
下が即位され、新元号「令
和」の施行により、新た
な時代の一歩を踏み出し
ました。時を同じくして、研修部もメンバー５人のうち４人が入
れ替わり、“今が出発点”となりました。心機一転、新メンバー
で今までにない発想やアイデアの転換により、「ことごとに心を
こめて」挑戦していきたいと考えています。
　超高齢社会の到来が叫ばれて久しい昨今、日本人の平均寿命は
男性が81歳、女性が87歳を超え、世界一の長寿国です。「人生
100年時代」をいかに生きるか戸惑いもありますが、老境に入っ
ても仲間と笑い、明るく健康に心安らかなれば、元気で長生きで
きるということです。今年も「旅行」と「笑い」によって健康寿
命を延ばす施策の一翼を担っていければと願っています。
　まず、研修旅行は15年ぶりに瀬戸内海へ。広島と愛媛の県境
にある「大崎上島・きのえ温泉」ホテル清風館に宿泊、絶景の多
島美を望む天然温泉で極上のひとときを過ごし、豊かな食材に恵
まれた島の幸を味わいながら、各校区の皆さまと懇親・交流を深
めるとともに、日ごろの疲れを癒やしていただければと思ってい
ます。
　２日目は、戦後60周年にあたる2005年にオープンし、10分の
１のスケールで再現した「戦艦大和」がシンボルの呉市海事歴史

部 長　辻村　　望

　このたび、不肖未熟な
吉野が文化部長の大役を
仰せつかることとなり、
身の引き締まる思いでい
っぱいでございます。役
員、校区会長、単位クラブ会長および会員の皆さまには、大嶋前
部長同様のご支援ご協力をお願いいたしますとともに、より一層
努力してまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

部 長　吉野　　博

令
和
元
年
度 

和
泉
市
老
連
行
事
予
定

◆
第
３
回
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

　

７
月
11
日
㈭　

人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

大
会
議
室

　

校
区
対
抗
戦
の
競
技
種
目
は
「
ト
リ

コ
ロ
キ
ュ
ー
ブ
」「
マ
グ
ダ
ー
ツ
」「
室

内
ペ
タ
ン
ク
」
の
３
種
目
。
ま
た
、
講

習
会
で
は
卓
上
の
カ
ー
リ
ン
グ
と
呼
ば

れ
る
「
カ
ー
レ
ッ
ト
」
を
体
験
し
ま
す
。

◆
第
57
回 

和
泉
市
老
連
大
会

　

９
月
６
日
㈮　

和
泉
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
　
　

弥
生
の
風
ホ
ー
ル

　

和
泉
市
老
連
会
員
で
長
寿
、白
寿
、米

寿
、ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
、金
婚
を
迎
え
ら

れ
た
方
々
を
、み
ん
な
で
祝
福
し
ま
す
。

特
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
、
金
婚
の
方
々

は
金
屏
風
の
前
で
記
念
撮
影（
５
０
０

円
の
負
担
が
必
要
）も
あ
り
ま
す
。

◆
和
泉
市
シ
ニ
ア
ペ
タ
ン
ク
大
会

　

10
月
23
日
㈬　

光
明
池
緑
地
運
動
場

　

昨
年
度
大
会
は

プ
レ
ー
オ
フ
で
優

勝
チ
ー
ム
が
決
ま

る
な
ど
、
毎
年
白

熱
し
た
プ
レ
ー
が

展
開
さ
れ
ま
す
。

◆
大
阪
府
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

　

９
月
20
日
㈮大

阪
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

◆
す
こ
や
か
文
化
祭

　

11
月
27
日
㈬
〜
29
日
㈮

　

和
泉
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

　

60
歳
以
上
の
市

民
が
生
き
が
い
を

感
じ
な
が
ら
１
年

か
け
て
研
鑽
に
励

み
、
そ
の
成
果
を

作
品
展
示
や
演
技

披
露
で
発
表
す
る

秋
の
恒
例
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

◆「
す
こ
や
か
和
泉
」
第
43
号
発
行

　

令
和
２
年
１
月
１
日
㈷

◆
社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

　

令
和
２
年
１
月
31
日
㈮

　

平
成
30
年
度
の
様
子
は
７
面
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

◆「
笑
い
と
健
康
」
講
演
会

　

令
和
２
年
２
月
８
日
㈯

　

平
成
30
年
度
の
様
子
は
８
面
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
総
会
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
、
囲
碁
・
将
棋
大
会
は
す
で
に
終

了
し
ま
し
た
。
ま
た
、
研
修
旅
行
の
詳

細
は
５
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
会
員
は
も
と
よ
り
、
ク
ラ
ブ
活
動

に
関
心
の
あ
る
方
な
ら
参
加
い
た
だ
け

ま
す
。
積
極
的
に
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
、よ
り
多
く
の
人
と
交
流
し
て
、

人
生
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
ま
し
ょ
う
！

（
広
報
部
）

　高齢者の趣味を生かし、生きがいを魅せる舞台が文化部の事業
で、８人のメンバーが力を合わせて新年度の行事に取り組んでい
きます。
　まず、長く歴史を刻んできた第44回囲碁大会・第42回将棋大
会が６月14日㈮に開催されました。華やかな第16回すこやか文
化祭（作品展・演芸大会）は11月27日㈬〜29日㈮に開催されます。
シニアの皆さま、どしどし参加して日ごろ研鑽されている成果を
アピールしてください。そして、若さを誇る第11回和泉市シニ
ア社交ダンスパーティーは、来年１月31日㈮に市立人権文化セ
ンターで開催予定です。年々演舞に磨きをかけ、華やかさを増し
ていますが、昨年好評であった参加者の誰もが踊れる簡単なダン
スもさらに充実させ、素晴らしい踊りの輪がフロアいっぱいに広
がり、高齢者の絆が深まることを期待しています。

科学館「大和ミュージアム」を見学します。日本の歴史と平和の
大切さを再確認するとともに、造船などさまざまな科学技術の素
晴らしさを理解していただきたいと思っています。多くの皆さま
のご参加をお待ちしています。
　また、「笑いと健康」講演会は、令和２年２月８日㈯に開催す
る予定で企画しています。講師の先生は未定ですが、皆さまに楽
しく笑っていただける内容を考えています。
　本年度も満足していただけるよう、研修部一同努力してまいり
ます。会員皆さまのご支援ご協力をお願いします。

和泉市老人クラブ連合会 一泊研修旅行のご案内

旅行期日 2019年9月26日㈭▶27日㈮
旅行代金 1泊4食付お一人様 24,000円（夕食時のお飲物含む）

申込締切 8月2日㈮

申込方法 各役員へお申し込みください。（定員になり次第締め切り）

１
日
目

和泉市各地区8：00出発＝＝〈高速道路〉＝＝福山（昼食）＝＝
たけはら町並み（散策） 竹原港〜〜〈乗船〉〜〜垂水港＝＝
きのえ温泉 ホテル清風館【宴会＆宿泊】16：50頃着

２
日
目

ホテル8：10頃出発＝＝垂水港〜〜〈乗船〉〜〜竹原港＝＝
大和ミュージアム てつのくじら館（見学）＝＝
呉（昼食）＝＝〈高速道路〉＝＝和泉市19：00頃着

昼

夕

朝

昼

大崎上島きのえ温泉と大和ミュージアム
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私たちは、和泉市老人クラブ連合会の活動を応援しています私たちは、和泉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

社会福祉法人 遺徳会

TEL（0725）46ー1211（代）
FAX（0725）46ー1800

和泉市上町403ー1

和泉北信太特別養護老人ホーム
北信太老人デイサービスセンター
（北信太高齢者生活支援ハウス） ヨークシャー・テリア

信頼関係を築けば言うこ
とをよく聞いてくれる、明
るい性格です。

高齢者にも
飼いやすい犬

代表取締役　森  本  和  彰

森本組興業株式会社

増改築・リフォーム・土木建築設計施工
大阪府知事許可（般）第7505号

TEL・FAX（0725）41ー0549
和泉市寺門町1丁目6番4号

●車道の左側を通行するのは？

or
自転車の交通ルール自転車の交通ルール

左側通行が原則となりま
す。右側通行は逆走する
ことになり、出会い頭の
事故に繋がります。

（0725）99ー0826
和泉市父鬼町１８２

総合建設業

植林建設㍿
地域の皆様に支えられ歩んでこられました事に

感謝申し上げます。郷荘中学校前、寺門バス停すぐ

年 中 無 休

（0725）44ー6400TEL

★平日・祝 夜10時まで診療
★土・日 夕方6時まで診療

在宅往診いたします （0725）41ー0200
（南海バス 福祉会館前 徒歩1分、きんのぶた向い）

日・祝
ー
ー14 30 ～： 19 30：

9 30 ～： 13 00：
月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○ ※
○ ○ ○ ○ ○ ー

※土曜は14：00まで
和泉市府中町861－2〈駐車場6台完備〉

ふくどめ歯科
FUKUDOME DENTAL CLINIC

http://www.fukudome-shika.com/

一般歯科・小児歯科・インプラント・口腔外科
審美歯科・ホワイトニング・歯周病・予防歯科 TEL（0725）47ー0707

和泉市府中町1-12-10（JR和泉府中駅前）P有り

【診療科目】内科・脳内科
内科全般の診療の他に、生活習慣病の管理
も行っています。脳卒中後、頭痛、めまい、物
忘れが心配な方はお気軽にご相談下さい。

PM5 ００～： 7 ００：
AM９ 3０～： １２ 3０：

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
● ● ● ／ ● ●
● ● ● ／ ● ／

日・祝
／
／

おくやまクリニック
Okuyama Clinic

和泉市観音寺町657-6

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
● ● ● ● ● ●
● ● ● ／ ● ／

日・祝
／
／午後 4 00～： 7 00：

午前 9 00～： 12 00：

内　　　科
循環器内科

TEL（0725）40ー0707 FAX40ー0708

お薬手帳を持つ
メリットを知りましょう

・薬の重複やよくない飲み合わせを防止できます。
・同じ薬による副作用の再発を防止できます。
・旅行先で病気になった時など 
  お薬手帳があれば飲んでい 
  る薬を正確に伝えられます。

高齢消費者被害防止街頭キャンペーン in 和泉
〜仲間を支えよう！ 地域の高齢者を守ろう！〜

　近年、高齢者の詐欺被害が大きな社会問題となる中、地域で防
いでいこうという取り組みが始まっています。
　もはや、個人が気をつけていれば防ぐことができるというもの
ではなく、誰もが被害者になる可能性があります。
　老人クラブにおいては、昨年度から「老人クラブ高齢消費者被
害防止キャンペーン」を展開し、クラブ会員に「見守りサポータ
ー」の養成や、情報提供、声かけなど高齢者が主体となって被害
防止に取り組んでいるところです。
　その啓発活動の一環として、和泉市老人クラブ連合会が中心と
なり、下記のとおり「街頭キャンペーン」を行います。このキャ
ンペーンにおいては関係機関・団体と連携し、地域の住民に被害
防止を呼びかけ、安全・安心のまちづくりを目指します。

７月４日（木）　午前10時〜
ＪＲ阪和線 和泉府中駅周辺、イオン和泉府中店前

　超高齢社会と言われ
久しい現在、自分自身
の意志で自由に行動で
きる健康寿命をいかに
延ばし、確保するかが
重要になってきています。そのためには、機会をとらえて勇気
をもって社会参加することであり、老人クラブ活動はそのひと
つで、最も身近でポピュラーな団体であると言えます。参加す
れば同年代の仲間と童心にかえり、キャッキャキャッキャと楽
しくなること請け合いです。「楽しそうやなぁ」「参加してみよ
か」と思う気持ちになっていただけるような情報を提供するこ
とが、われわれ広報部の使命だと思っています。
　テレビＣＭではありませんが、「ちょっと、少しの勇気」を
もって老人クラブの活動に参加してみてください。自分に合っ
た、自由で楽しい日々を過ごせる時間を見つけることができま
す。老人クラブはいつでも参加できます。お待ちしています。
　広報紙「すこやか和泉」のリニューアルから１年がたち、博
報社スタッフの熱い取り組みと相まって、活動内容・お知らせ
等々、生き生きとした表情が鮮明で、明るい紙面でお伝えする
ことができたかなぁと自負しているところです。
　当広報紙は年２回（１月・７月）の発行であることから、リ
アルタイムでお伝えするものではありませんが、市老連として
取り組んでいる事業の雰囲気が自分自身のためになると感じて
いただけるような紙面づくりを、広報部一同６人が力を合わせ
精いっぱい取り組んでまいります。
　なお、老人クラブの内容・活動などはホームページでもお知
らせしていますので、併せてご利用ください。

部 長　門林　良治

市 老 連 の 取 り 組 み

　女性部は、16校区から選出
された女性リーダー24人が活
動しています。主に９月に行わ
れる市老連大会におけるアトラ
クションに参加するため、６月
から８月までの３カ月間、計
10回くらいの練習でジャズダ
ンスや民踊、コーラスと頑張っています。
　また、小物づくり、秋の日帰り研修では交流を深め楽しい１
日を計画しています。その他、高齢消費者被害防止キャンペー
ンにも取り組む予定です。
　平成の30年間で日本人の寿命は５年延びたそうです。そこ
で、当連合会では「教養（今日用がある）と教育（今日行く）で健
康寿命を延ばそう」を合言葉に掲げています。女性部も友だち
をたくさんつくる、なるべく外に出る機会をつくるを目標に、
一歩一歩前進してまいります。

部 長　大塚　繁子

　昨年度の活動目標は
「各部行事に積極的に
参加するとともに、次
世代のリーダーの育成
に寄与し、ニュースポ
ーツなどで楽しい仲間づくりをしよう」で、「自分に楽しく、
みんなに優しく」をモットーに活動を進めてきました。また「チ
ャレンジ3200」では、70歳以下の若手の加入促進にあたりま
したが、満足する成果は得られませんでした。今年度も引き続
き取り組みを進め、若い仲間を増やします。
　昨年の「ＳＣ大阪ウォークラリー大会」で、和泉市老連とし
て１位・２位を独占しました。大変な成果です。そして、今ま
で行ってきた活動に加え、老人クラブに関心をもち、一緒にや
っていこうと思ってもらえる活動を見つけ、取り組む必要があ
ると考えています。そのためには、今までの取り組みでそれな
りの成果があった活動は内容を充実させ、より楽しく参加感の
あるものにしていく必要があります。
　和泉市の事業、地域の活動にも参加して仲間を広げ、老人ク
ラブ拡充につなげるとともに、各部の活動にも積極的に参画し
事業協力に努めます。
　本年度も、ひとつでも新しい企画を実践して市老連全体の活
力につながる活動をしていきます。ご協力よろしくお願いしま
す。

部 長　坂倉　良文

　

５
月
16
日
㈭
、
第
18
回
和

泉
市
シ
ニ
ア
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
が
光
明
池
緑
地

公
園
運
動
場
で
開
催
さ
れ
、

総
勢
３
５
０
人
を
超
え
る
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
主
催
者
代

表
あ
い
さ
つ
、
前
大
会
入
賞

者
か
ら
カ
ッ
プ
返
還
な
ら
び

に
レ
プ
リ
カ
授
与
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
次
に
辻
市
長
か
ら

激
励
の
言
葉
を
頂
戴
し
、
前

年
度
第
３
位
の
山
下
忠
史
さ

ん（
光
明
台
南
）に
よ
る
力
強

い
選
手
宣
誓
と
続
き
、

始
球
式
で
は
辻
市
長
、

椎
場
市
社
協
副
会
長
が

連
続
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

を
達
成
！
（
市
長
は
２

年
連
続
）　

沸
き
立
つ

会
場
を
舞
台
に
熱
戦
が

幕
を
開
け
ま
し
た
。

　

８
ホ
ー
ル
・
３
ラ
ウ

ン
ド
の
合
計
得
点
で

順
位
が
争
わ
れ
た
今
大

会
。
時
間
が
た
つ
に
つ

れ
初
夏
を
思
わ
せ
る
気

温
に
な
り
、
タ
オ
ル
で

汗
を
拭
い
な
が
ら
の
プ

レ
ー
と
な
り
ま
し
た

が
、
出
場
者
は
暑
さ
を

も
の
と
も
せ
ず
、
水
分
補
給

を
は
さ
み
な
が
ら
各
ホ
ー
ル

で
快
音
を
響
か
せ
て
い
ま
し

た
。
最
長
50
メ
ー
ト
ル
の
ホ

ー
ル
で
は
距
離
感
が
つ
か
め

ず
苦
戦
す
る
選
手
が
多
く
、

「
思
う
よ
う
に
い
か
ん
わ
」

と
落
胆
す
る
姿
や
、「
そ
の

ま
ま
、
そ
の
ま
ま
！
」「
お

し
い
！
」
な
ど
に
ぎ
や
か
な

か
け
声
が
響
き
、
見
事
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
が
決
ま
る
と
、

「
ナ
イ
ス
ゴ
ー
ル
！
」「
気
持

ち
え
え
わ
！
」
と
ハ
イ
タ
ッ

チ
す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
上
位
３
名

に
カ
ッ
プ
と
賞
品
が
手
渡
さ

れ
、
Ｓ
Ｃ
大
阪
大
会
の
出
場

権
が
与
え
ら
れ
る
上
位
14
人

ま
で
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
最
後
は
お
楽
し
み
抽
選

会
が
あ
り
、
令
和
時
代
初
開

催
と
な
る
今
大
会
は
盛
会
裏

に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

（
健
康
部
）

上位入賞おめでとうございます！

　

第
10
回
和
泉
市
シ

ニ
ア
社
交
ダ
ン
ス
パ

ー
テ
ィ
ー
が
２
月
１

日
㈮
、
市
立
人
権
文

化
セ
ン
タ
ー
大
会
議

室
で
開
催
さ
れ
、
各
校
区
か

ら
愛
好
者
約
１
０
０
人
が
参

加
、
親
睦
を
深
め
な
が
ら
シ

ニ
ア
の
若
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
主
催
者
を

代
表
し
て
椎
場
市
社
協
副
会

長
が
開
会
の
あ
い
さ
つ
を
述

べ
、
来
賓
の
辻
市
長
か
ら
は

シ
ニ
ア
に
対
す
る
励
ま
し
の

お
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
団

体
演
舞
）
で
は
、「
ソ
レ
イ

ユ
」、「
鶴
南
水
曜
会
」、「
絆
」

の
３
グ
ル
ー
プ
が
そ
れ
ぞ
れ

日
頃
の
練
習
成
果
を
見
事
に

発
揮
し
、
盛
ん
な
拍
手

を
浴
び
ま
し
た
。

　

会
場
の
音
響
を
担
当

し
た
鶴
南
土
曜
会
の
講

師
・
森
谷
崇
さ
ん
が
、

「
皆
で
楽
し
く
踊
ろ
う
」

と
い
う
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
ウ
イ
ン
ナ
ー
ワ
ル
ツ

を
指
導
。
参
加
者
に
交

じ
っ
て
門
林
会
長
、
椎

場
市
社
協
副
会
長
を
は

じ
め
、
役
員
、
校
区
会

長
ら
も
踊
り
の
輪
に
加

わ
り
、
和
や
か
な
ひ
と

と
き
と
な
り
し
た
。

　

こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に

欠
か
せ
な
い

の
が
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
吹
奏

で
す
。
ダ
ン

ス
教
師
の
藤

川
忍
さ
ん
が

ム
ー
ド
の
あ
る「
慕
情
」、「
ム

ー
ン
ラ
イ
ト
セ
レ
ナ
ー
デ
」

な
ど
懐
か
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー

数
曲
を
吹
奏
、
そ
れ
に
合
わ

せ
た
踊
り
の
輪
が
広
が
り
、

会
場
の
雰
囲
気
を
大
い
に
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
お
待
ち

か
ね
の「
ジ
ル
バ
・

ジ
ャ
ン
ケ
ン
大

会
」
で
は
、
多
数

の
カ
ッ
プ
ル
が
参

加
。
曲
が
終
わ
る

た
び
に
、
カ
ッ
プ

ル
同
士
が
ジ
ャ
ン

ケ
ン
を
し
て
勝
っ

た
カ
ッ
プ
ル
が
勝
ち
進
む
と

い
う
シ
ス
テ
ム
で
、
最
後
に

勝
ち
残
っ
た
10
組
余
り
に
カ

ッ
プ
ル
に
賞
品
が
贈
ら
れ
る

と
、「
わ
ぁ
、
う
れ
し
い
！
」

と
喜
び
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

後
半
の
ふ
れ
あ
い
カ
ッ
プ

ル
・
ダ
ン
ス
で
は
、
息
の
合

っ
た
カ
ッ
プ
ル
同
士
の
華
麗

な
踊
り
が
フ
ロ
ア
に
広
が

り
、
一
段
と
華
や
か
さ
を
増

し
ま
し
た
。

　

門
林
会
長
の
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
ラ
ス
ト
ダ
ン
ス
で
は

参
加
者
同
士
が
「
ま
た
、
来

年
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
」、

「
よ
ろ
し
く
」
と
お
互
い
に

別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
ス
テ

ッ
プ
を
踏
ん
で
い
ま
し
た
。

（
文
化
部
）

☆大会結果（敬称略）
優　勝　浦川　健一（光明台北）51
準優勝　村上田鶴子（池　上）54
第３位　西嶋　康夫（光明台南）54
第４位　苧原　保夫（鶴山台南）54
第５位　滝沢　厚子（光明台南）56
第６位　岸本喜美子（和　気）57
第７位　浜　　一三（信　太）57
第８位　大谷ツヤ子（芦　部）57
第８位　渡辺　孝治（国　府）57
第10位　和田　康雄（光明台北）57
第11位　小出　政一（北池田）57
第12位　山下　忠史（光明台南）57
第13位　和田八重子（光明台北）58
第14位　山本　弘子（信　太）58
※ 以上14人が「ＳＣ大阪グラウンド・

ゴルフ大会（10月17日開催予定）」
の出場権を獲得しました。
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私たちは、和泉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

私たちは、和泉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

お寺で心も身体も活き活きと。

TEL080ー4568ー0575
和泉市国分町719 浄福寺内

9 3０～： １9００：
月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○ ○ ／ ○ ○ △

日・祝
△

※水曜日休み　※△…9：00～16：00完全予約制

TEL（0725）57ー6188
和泉市伏屋町3ー7ー34

どちらの医療機関の
処方せんも受け付けます

ハロースマイル薬局
日・祝　休業

開局時間 月～金
土
9
9
：
：
00
00
～
～
19
13
：
：
30
00

坂井クリニック
形成外科・皮フ科

TEL（072）284ー0005
堺市南区鴨谷台2ー1ー5 サンピア2番館2F

HP ： http://www.sakai-clinic-psd.com/
メール ： info@sakai-clinic-psd.com

午後4 00～： 7 00：
午前

午後
午後9 30～： 1 00：

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○ ○ 休 ○ ○ ○
○ ○ 休 ○ ○ ○

休診日/水・日・祝

内科・麻酔科 （ペインクリニック） 
〈肩痛・腰痛・膝痛等　各種痛みの治療〉 

     和泉市和気町2丁目3番7号 
（朝日プラザシティサザンパーク内） 

胃腸外来　　 肛門外来 
乳腺外来　往診　各種検査 

（0725） 46ー1026

Hai Eye Clinic

日帰り白内障手術・緑内障検診、手術
流 涙 症 治 療・眼のレーザー 治 療

水曜午後・土曜午後・日曜・祝日は休診
PM
AM

月診療受付時間 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ 検

査／ 手
術○ ／

日
／
／3 00～： 6 00：

9 30～： 12 30：

和泉市いぶき野5－1－11
エコールいずみ2階（紀陽銀行上） 

TEL（0725）56ー8177 http://hai-eye.com/

和泉市鶴山台２ー４ー７ 
（0725） 46ー2211（代） 

訪問看護・居宅介護支援事業者 
ケアマネジメント　医療法人 河和会 
診療時間　A.M.9：00～12：00　P.M.4：00～7：00 
休　　診　土曜夜診 ・ 日曜 ・ 祝日 

河和会病院 
内科・放射線科・麻酔科 

（0725） 57ー6778TEL

午前9：00～12：00
午後4：30～ 7 ：30

月 金 土 診 療 時 間 日祝 火 木 水 

南川循環器科 
循環器科・内科 診療科目 

和泉市池田下町118ー5

受付時間　午前 8：30～11：30 
　　　　　 午後 2：30～ 5：30 
休 診 日　木曜・日曜・祝日 
　　　　　 火曜午後・土曜午後 

（072） 296ー1005

〒590ー0138  堺市南区鴨谷台２丁５ー１ 
（光明センタービル３F） 

月　火　水　木　金　土　 診 療 時 間  

午前9：00～12：00
午後4：00～ 7：00 休 休 

休診日　木曜午後・土曜午後・日曜・祝日 

整形外科・リハビリテーション科 

〒594ー0011 和泉市上代町733ー9
（0725） 41ー5800

休診日　土曜午後・日曜・祝日 

月 火 木 金 土 診 療 時 間 

Ｐ．Ｍ．5：00～ 7：00
Ａ．Ｍ．8：45～12：00

水 

医療法人　西本会 

内科・外科（往診可）
植田医院

休 　 診 水曜午後・土曜午後・日曜・祝日
※第1・第3水曜は休診

診療時間 9：30～12：30、15：00～18：00
金曜は心療内科のみ19：30まで

心療内科は 予約制

（0725）40ー1128
田中循環器内科

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ／ ○ ／ ○ ／

日・祝
／
／午後 4 00～： 6 30：

午前 9 00～： 12 00：

TEL（0725）41ー0348
和泉市府中町3-9-1

府中町

P

コンビニ

至 

大
阪

至 

和
歌
山

当院
府道
30 伯太町３丁目１番１３号 

（自衛隊正門北・伯太団地まえ） 

訪 問 歯 科 診 療 
ハマ　　ダ 

（0725） 45ー8548
よ い  は い し ゃ 

堰口歯科医院
セキグチ

TEL （　　）55ー3377
※診療時間外はコンピュータが自動受付いたします。

24時間
自動予約

http://www.sekiguchi-dc.com

PM2 3０～： 6 ００：
AM９ ００～： １２ 3０：

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ／

日・祝
／
／

休診日　第1・3・5木曜、第2・4土曜
但し、祝日のある週の木・土曜日（午前）は診療

和泉市のぞみ野1丁目3-22

（0725）24ー8065
和泉市和田町１０６－１

午後 4 ００～： 8 ００：
午前８ ３０～： １２３０：

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ×

土曜の午後、日曜・祝日は休診になります。

　

全
国
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
セ
ミ
ナ
ー

で
活
躍
中
の
己
抄
呼
〜
M
i
s
a
k
o

〜
先
生
を
講
師
に
招
き
、
表
題
の
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
の
和
泉

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
早
く
か

ら
満
員
状
態
と
な
り
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ

ぷ
り
の
講
演
に
大
盛
り
上
が
り
の
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

　

講
演
会
の
冒
頭
で
は
、

門
林
会
長
な
ら
び
に
辻
市

長
、
椎
場
市
社
協
副
会
長

の
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
、

門
林
会
長
は
「
来
る
べ

き
新
し
い
時
代
に
向
け
、

“
教
養
（
今
日
用
）と
教
育

（
今
日
行
く
）で
健
康
寿
命

を
延
ば
そ
う
”
を
合
言
葉

に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

場
内
が
暗
転
し
、
ス
テ

ー
ジ
中
央
の
ス
ク
リ
ー
ン

に
己
抄
呼
先
生
の
輝
か
し

い
経
歴
が
映
し
出
さ
れ
る

な
か
、
ご
本
人
が
登
場
。

客
席
に
一
礼
し
、「
手
を

た
た
く
と
心
の
扉
を
た
た

く
と
い
い
ま
す
。
さ
ぁ
、

ま
ず
は
み
ん
な
で
や
っ
て

み
ま
し
ょ
う
」
と
、
早
く

も
客
席
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
深
め
て
い
き

ま
す
。
会
場
い
っ
ぱ
い
に

大
き
な“
パ
ン
ッ
パ
ン
ッ
”

と
い
う
音
が
続
け
て
鳴
り

響
く
と
、「
皆
さ
ん
若
い

な
ぁ
〜
。
大
き
な
拍
手
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
、
手
慣
れ
た
ト

ー
ク
に
客
席
は
早

く
も
大
笑
い
。

　
「
今
日
は
『
笑
う
体
操
』
と

い
う
こ
と
で
、
皆
さ
ん
に
体
を

動
か
し
て
血
行
を
良
く
し
て

も
ら
い
、
笑
顔
に
な
っ
て
い
た

だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
」
と
話

し
、
ま
ず
は
参
加
者
の
ボ
デ
ィ

チ
ェ
ッ
ク
と
し
て
指
先
を
動

か
し
た
り
、
ペ
ア
に
な
っ
て
前

屈
し
た
り
、
両
手
を

横
か
ら
後
ろ
に
広
げ

る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
運
動
を
行
い
ま
し

た
。
ボ
デ
ィ
チ
ェ
ッ

ク
の
間
も
「
体
が
硬

く
て
も
1
0
0
歳
ま

で
生
き
れ
る
か
ら
大

丈
夫
」、「
ペ
ア
は
お

互
い
ち
ゃ
ん
と
見
た

っ
て
や
」と
い
っ
た
、

ま
る
で
ツ
ッ
コ
ミ
の

よ
う
な
や
り
と
り
に

会
場
は
何
度
も
爆
笑

と
な
り
ま
し
た
。

　
「
さ
て
、
今
行
っ

た
の
は
背
骨
の
チ
ェ

ッ
ク
で
す
。
背
骨
は
頸
椎
、
胸
椎
、
腰

椎
に
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、
中
で
も
肋

骨
と
つ
な
が
る
“
胸
椎
”
の
部
分
が
体

を
動
か
す
上
で
大
切
な
ん
で
す
」
と
話

が
あ
り
ま
し
た
。「
体
を
回
し
て
後
ろ

を
見
る
と
き
は
、
胸
椎
を
回
し
て
い
ま

す
。
胸
椎
が
固
く
な
る
と
振
り
返
っ
た

り
、
斜
め
に
手
を
伸
ば
す
と
い
う
動
作

が
や
り
に
く
く
な
り
ま
す
」
と
い
う
説

明
に
、
参
加
者
は
大
き
く
う
な
ず
き
な

が
ら
注
目
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
背
骨
に
あ
る
椎
間
板
は
加
齢

と
と
も
に
縮
ま
っ
て

い
く
の
で
、
姿
勢
や

歩
き
方
も
変
化
し
て

い
く
と
い
う
話
が
あ

り
、「
肋
骨
を
動
か

す
こ
と
で
椎
間
板
は

広
が
っ
て
い
き
ま
す

よ
ー
。
さ
ぁ
、
や
っ

て
み
ま
し
ょ
う
」
と

元
気
な
か
け
声
で
み

ん
な
を
リ
ー
ド
し
て

い
き
ま
す
。

　

参
加
者
の
気
持
ち
を
ガ

ッ
チ
リ
つ
か
ん
だ
己
抄
呼

先
生
は
、
そ
の
後
も
さ
ま

ざ
ま
な
運
動
を
指
導
し
な

が
ら
軽
快
な
ト
ー
ク
で
場

を
盛
り
上
げ
、
皆
さ
ん
も

そ
れ
に
応
え
る
よ
う
に
笑

顔
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。

　

先
生
は
笑
い
を
周
囲
と

共
有
す
る
こ
と
が
い
か
に

大
切
か
を
語
り
、「
私
か

ら
和
泉
市
の
皆
さ
ん
へ
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
」
と
声

を
あ
げ
る
と
、
ス
ク
リ
ー

ン
に
今
日
の
講
演
会
を
楽

し
ん
で
い
る
参
加
者
た
ち

の
笑
顔
が
ス
ラ
イ
ド
で
映
し
出
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
に
客
席
は
大

い
に
驚
く
と
と
も
に
、
会
場
は
再
び
満

面
の
笑
み
に
包
ま
れ
、
惜
し
み
な
い
拍

手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

閉
会
の
あ
い
さ
つ
が
述
べ
ら
れ
、
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
講
演
会
は
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

（
研
修
部
）

　健康体操研究家、健康
プロデューサー、健康ア
ーティスト、文化人タレ
ント。
　自身が考案した「ろっ
骨エクササイズ KaQiLa
～カキラ～（登録商標）」
が大人気。テレビ、雑誌
など多くのメディアで幅
広く活動中。

☆己抄呼〜Misako〜先生 プロフィール

仲良く笑顔でトレーニング

　

わ
れ
わ
れ
南
松
尾
校
区
老
人

ク
ラ
ブ
は
21
単
位
ク
ラ
ブ
か
ら

な
り
、
１
０
８
０
人
の
会
員
を

有
し
て
い
ま
す
。

　

校
区
の
立
地
は
、
南
北
に
点

在
す
る
５
町
で
構
成
さ
れ
、
校

区
活
動
は
車
で
の
移
動
と
な
り
、

な
お
か
つ
、
校
区
の
中
心
で
あ

る
久
井
町
に
設
置
さ
れ
て
い
た

老
人
集
会
所
は
狭

く
、
ど
う
し
て
も

各
町
独
自
の
活
動

（
１
泊
旅
行
、
日

帰
り
旅
行
、
花
見

の
会
な
ど
）
に
偏

り
が
ち
で
し
た
。

　

南
松
尾
は
つ
が
の
学

園
の
設
立
に
伴
い
、
統

廃
合
と
な
っ
た
旧
南
松

尾
小
学
校
跡
地
に
緊
急

避
難
所
兼
老
人
集
会
所

と
し
て
整
備
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
（
緊
急
時
は
駐

車
場
）
は
平
時
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
、
ペ
タ
ン
ク
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
な
ど
の
屋
外

競
技
に
活
用
で
き
、

会
員
の
高
揚
感
も
ひ

と
し
お
で
、
卓
球

（
30
人
）、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ（
40
人
）、

ペ
タ
ン
ク（
20
人
）、

体
操（
10
人
）、
ヨ
ガ

（
10
人
）、
花
育
て
会

（
10
人
）、
地
域
教
育

協
議
会（
10
人
）、
Ｊ
Ａ
婦
人
部

南
松
尾
支
部（
20
人
）な
ど
の
同

好
会
が
有
志
に
よ
り
設
立
さ
れ
、

大
型
連
休
中
に
は
回
覧
板
・
掲

示
板
で
各
種
同
好
会
へ
の
参
加

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
さ
ら
に

参
加
者
が
増
え
る
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
５
月

26
日
に
は
中
断

し
て
い
た
校
区

全
体
の
「
歩
こ

う
会
」
も
実
施

し
ま
し
た
（
参

加
者
１
３
０
人

余
り
）。

　

今
後
の
活
動

と
し
ま
し
て
は
、

①�

市
老
連
活
動
、
行
事
に
積
極

的
に
参
加

②�

従
来
か
ら
の
各
町
老
人
ク
ラ

ブ
独
自
活
動
の
維
持
お
よ
び

発
展

③�

地
域
交
流
拠
点
と
の
認
識
で

子
供
会
活
動
、
同
窓
会
、
カ

ラ
オ
ケ
、
校
区
い
き
い
き
サ

ロ
ン
、
さ
わ
や
か
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
な
ど
へ
の
積
極
的
な
開

放
お
よ
び
支
援
（
す
で
に
複

数
回
実
施
）

を
重
点
目
標
と
し
て
、
南
松
尾

校
区
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
校
区
長　

松
山　

久
司
）

南 松 尾 校 区

　

平
成
30
年
度
・
第
５
回
若
手

部
出
前
講
座
が
３
月
１
日
に
行

わ
れ
、22
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
京
都
市
の
一
般
廃

棄
物
最
終
処
分
場
「
エ
コ
ラ
ン

ド
音
羽
の
杜
」
で
の
研
修
を
主

な
テ
ー
マ
と
し
て
実
施
し
ま
し

た
。

　

午
前
中
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
朝
ド
ラ
「
ま
ん

ぷ
く
」
の
舞
台
と

な
っ
た
「
カ
ッ
プ

ヌ
ー
ド
ル
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
大
阪
池
田

（
安
藤
百
福
発
明

記
念
館
）」
を
見

学
し
、
自
分
好
み

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ラ

ー
メ
ン
の
製
作
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

午
後
は
メ
イ
ン

テ
ー
マ
で
あ
る

「
エ
コ
ラ
ン
ド
音

羽
の
杜
」
を
見
学

し
ま
し
た
。

　

設
備
は
京
都
市

伏
見
区
の
山
間
に

昭
和
57
年
か
ら
17
年
の
歳
月
を

か
け
て
造
成
さ
れ
、
総
面
積

１
５
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
埋
立
容

量
４
５
０
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
貯

留
構
造
物
（
埋
立
用
ダ
ム
）
で

す
。

　

平
成
12
年
の
運
用
開
始
以

降
、
年
間
４
万
ト
ン
余
り
が
搬

入
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
量
が

続
く
と
あ
と
50
年
で
満
杯
と
な

り
、
次
を
考
え
な
い
と
い
け
な

い
そ
う
で
す
。

　

埋
め
立
て
ら
れ
る
の
は
、
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
焼
却
し
た

後
の
灰
な
ど
で
、
環
境
に
影
響

を
与
え
な
い
よ
う
、
汚
水
対
策

を
行
う
ほ
か
、
大
雨
な
ど
に
よ

る
災
害
に
も
万
全
の
措
置
を
講

じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

和
泉
市
で
も
同
様
の
廃
棄
物

は
年
間
６
千
ト
ン
ほ
ど
処
理

し
、
大
阪
湾
内
処
分
場
と
松
尾

山
処
分
場
に
埋
め
て
お
り
、
ゴ

ミ
処
理
経
費（
約
20
億
円
）の
数

パ
ー
セ
ン
ト
の
経
費
を
必
要
と

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

見
学
を
終
え
、
ゴ
ミ
に
対
す

る
認
識
を
新
た
に
し
、
貴
重
な

自
治
体
経
費
の
無
駄
遣
い
を
減

ら
す
た
め
、
ゴ
ミ
の
減
量
へ
の

努
力
が
今
以
上
に
求
め
ら
れ
て

い
る
感
を
強
く
し
ま
し
た
。

（
副
部
長　

門
林　

清
成
）

平
成
30
年
度

１月19日㈯　和泉市コミュニティセンター

第19回 「笑いと健康」講演会

己抄呼先生と参加者の息もピッタリ

第
５
回 

若
手
部
出
前
講
座

カップ麺の歴史を学びました

環境問題への関心を深めました

「エコランド音羽の杜」にて記念撮影
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泉
北
環
境
整
備
施
設
組
合

は
、
昭
和
38
年
２
月
１
日
に
泉

大
津
市
、
和
泉
市
の
し
尿
お
よ

び
ご
み
の
共
同
処
理
を
目
的
と

し
て
、
泉
大
津
市
和
泉
市
清

掃
施
設
組
合
（
地
方
自
治
法
第

２
８
４
条
の
規
定
に
基
づ
く
一

部
事
務
組
合
）
の
名
称
を
も
っ

て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
堺
泉
北
臨

海
工
業
地
の
造
成
及
び
第
二
阪

和
国
道
（
現
・
国
道
26
号
線
）

建
設
な
ど
の
開
発
計
画
促
進
に

伴
い
、
こ
の
地
理
的
関
係
市
町

に
お
い
て
は
急
速
な
都
市
整
備

対
策
の
必
要
に
迫
ら
れ
、
昭
和

41
年
５
月
２
日
よ
り
高
石
市

（
当
時
・
高
石
町
）
が
組
合
に

加
入
し
、
一
部
事
務
組
合
と
し

て
名
称
を
「
泉
北
環
境
整
備
施

設
組
合
」と
改
め
、現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

泉
北
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

和
泉
市
・
泉
大
津
市
・
高
石

市
か
ら
排
出
さ
れ
た
家
庭
系
・

事
業
系
の
可
燃
ご
み
を
焼
却
処

理
す
る
施
設
で
、
平
成
15
年
に

建
設
を
行
っ
て
か
ら
、
ご
み
焼

却
時
に
発
生
す
る
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
有
効
利
用
の
た
め
、
焼

却
炉
の
熱
で
蒸
気
を
発
生
さ
せ
、

施
設
内
の
冷
暖
房
や
給
湯
に
利

用
し
た
り
、
隣
接
す
る
施
設
へ

の
温
水
供
給
も
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
蒸
気

タ
ー
ビ
ン
に
よ
る
発
電

（
定
格
出
力
９
３
０
０

キ
ロ
ワ
ッ
ト
）を
行
い
、

当
施
設
内
の
電
力
を
ま

か
な
う
と
と
も
に
、余
っ

た
電
力
を
電
力
会
社
に
売
っ
て

い
ま
す
。
粗
大
ご
み
処
理
施
設

で
は
、
粗
大
ご
み
か
ら
鉄
・
ア

ル
ミ
を
選
別
し
、
回
収
し
て

い
ま
す
。

エ
コ
ト
ピ
ア
泉
北

　
「
循
環
型
社
会
の
形
成
に

貢
献
す
る
施
設
」「
安
全
、

環
境
、
経
済
性
に
配
慮
し
た

施
設
」「
地
域
と
共
生
す
る

施
設
」
の
３
つ
の
方
針
を
掲

げ
、
和
泉
市
・
泉
大
津
市
・

高
石
市
か
ら
排
出
さ
れ
た
資

源
ご
み
の
中
か
ら
、
缶
、
ビ

ン
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
容
器

包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
を

選
別
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
推

進
す
る
施
設
で
す
。

ま
た
、
防
音
壁
な
ど

周
辺
環
境
に
配
慮
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
対
策
を
施
し
た
施
設
と

な
っ
て
い
ま
す
。

入
梅
の
雨
が
残
し
た
水
た
ま
り

五
月
雨
に
小
雀
一
羽
雨
や
ど
り

北
池
田
校
区　

藤
原　

初
子

年
金
の
生く
ら
し活
ほ
そ
ぼ
そ
目
刺
焼
く

亡
き
夫
の
座
椅
子
を
今
も
春
炬
燵

横
山
校
区　

辻
井　

世
津

◎
光
明
台
南
校
区
ふ
れ
あ
い
句
会

蟬
し
ぐ
れ
元
気
を
出
せ
と
は
げ
ま
さ
れ

石
楠
花
は
暮
れ
ゆ
く
空
に
凛
と
咲
き

片
上　
　

博

蓮
の
池
浄
土
と
繋
ぐ
毛
越
寺

朝
焼
け
の
明
り
さ
し
こ
む
堂
の
奥大

平　

千
里

緑
陰
の
定
位
置
に
在
り
犬
と
夫

同
郷
の
心
安
さ
や
麦
の
秋

山
崎　

文
恵

山
藤
を
仰
げ
ば
淡
し
女
坂

夕
虹
に
と
き
め
く
心
ま
だ
老
け
ず福

田　

令
子

◎
緑
ケ
丘
俳
句
同
好
会

待
つ
人
の
無
き
ふ
る
里
の
初
音
か
な

絶
へ
ず
首
動
く
囀
さ
へ
づ
り

眼
の
白
し

粟
井　

孝
子

小
雪
舞
ふ
山
里
駆
け
る
郵
便
車

そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
寄
せ
書
き
卒
業
生

髙
野　

邦
子

母
の
訃
に
急
ぐ
車
窓
の
空
冴
ゆ
る

春
装よ

そ

ひ
出
掛
け
後
悔
風
尖と
が

る

髙
橋
美
津
子

啓
蟄
や
土
ほ
ぐ
す
か
に
雨
と
な
る

胸
少
し
ふ
く
ら
み
は
じ
め
卒
業
す中

里　

君
子

父
と
子
の
渓
流
釣
り
や
山
笑
ふ

引
き
立
て
て
引
き
立
て
ら
れ
て
か
す
み
草

西　
　

節
子

柏
手
と
鈴
の
音
響
く
森
新
樹

ゆ
っ
く
り
と
暮
れ
る
棚
田
に
夏
来
る

西
坂　

民
江

俎
板
の
音
リ
ズ
ミ
カ
ル
木
の
芽
風

菜
の
花
の
小
径
に
遊
ぶ
乳
母
車

皆
越　

正
章

20
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過
日
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
の
親
睦
会
の
席
上
、
隣
の
仲

間
が
ス
マ
ホ
を
自
在
に
操
作
し

て
い
る
の
を
見
て
「
す
ご
い
で

す
ね
、
う
ら
や
ま
し
い
」
と
言

っ
た
ら
、「
あ
な
た
こ
そ
技
術

系
出
身
だ
か
ら
、
こ
ん
な
も
の

た
や
す
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」

「
そ
れ
が
全
然
あ
き
ま
せ
ん
ね
。

女
房
か
ら
“
い
ろ
ん
な
機
能
あ

る
の
に
通
話
だ
け
だ
っ
た
ら
元

の
携
帯
に
戻
し
た
ら
？　

よ
っ

ぽ
ど
通
話
料
が
安
い
の
に
”
と

言
わ
れ
て
ま
ん
ね
」。
孫
た
ち

か
ら
も
「
な
ぜ
こ
ん
な
の
で
き

な
い
の
？
」
と
言
わ
れ
て
い
る

始
末
で
、
も
う
完
全
に
時
代
か

ら
取
り
残
さ
れ
て
い
る
。

　

確
か
に
現
役
時
代
は
技
術
系

で
、
飛
行
機
と
ヘ
リ
を
操
縦
し

飛
行
時
間
は
６
千
時
間
、
所
持

す
る
ラ
イ
セ
ン
ス
は
空
が
事
業

用
操
縦
士
、
海
が
小
型
船
舶
操

縦
免
許
、
陸
に
い
た
っ
て
は
大

型
、
大
型
特
殊
、
大
自
２
、
け

ん
引
な
ど
の
免
許
を
所
持
し
、

ト
レ
ー
ラ
ー
か
ら
ブ
ル
ド
ー
ザ

ー
ま
で
操
縦
し
て
き
た
。

　

自
分
の
車
と
女
房
の
車
の
車

検
は
、
自
ら
車
検
場
に
持
ち
込

ん
で
受
験
し
、
業
者
に
は
一
切

頼
ま
な
い
。
私
の
車
は
５
年
前

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
に
替
え
た
の

だ
が
、
こ
れ
が
意
外
と
始
末
が

悪
く
、
エ
ン
ジ
ン
の
始
動
・
停

止
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
意
思
で
、

困
る
の
は
車
検
受
験
時
の
検
査

途
上
で
エ
ン
ジ
ン
が
停
止
し
排

気
ガ
ス
の
測
定
が
で
き
な
い
こ

と
。
従
っ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

解
除
し
て
始
動
す
る
解
除
方
法

を
勉
強
し
、
何
と
か
体
得
、
２

回
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の
車
検

は
難
な
く
パ
ス
で
き
た
。

　

女
房
い
わ
く
「
そ
れ
が
で
き

る
の
に
、
ス
マ
ホ
は
な
ぜ
で
き

な
い
の
？
」と
言
わ
れ
た
の
で
、

「
車
は
車
検
に
合
格
し
な
い
と

乗
れ
な
い
か
ら
仕
方
な
し
に
勉

強
し
て
る
さ
！　

し
か
し
ス
マ

ホ
は
ど
う
に
も
勉
強
す
る
意
欲

が
な
ぜ
か
湧
か
な
い
の
」
と
弁

解
し
て
い
る
、

　

息
子
２
人
は
神
戸
市
と
神
奈

川
県
大
和
市
に
居
住
し
、
い
つ

も
訪
ね
る
と
き
は
車
で
行
く
と

「
も
う
年
だ
か
ら
車
は
考
え
た

方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
」
と

言
わ
れ
、
妹
を
乗
せ
て
駐
車
場

に
停
め
た
ら
「
横
の
線
と
車
が

ス
マ
ホ
が
で
き
な
い
、
お
じ
ん
。

―
シ
ニ
ア
と
は
人
生
の
終
息
期
な
の
か
―

　
「
す
こ
や
か
和
泉
」
で
は
、
会
員
の
皆
さ
ま

か
ら
写
真
・
絵
画
・
書
な
ど
の
作
品
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、随
筆
・
随
想
や
俳
句
・
短
歌
・

川
柳
な
ど
の
文
芸
作
品
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

随
筆
・
随
想
は
８
０
０
字
以
内
、
文
芸
作
品

は
お
ひ
と
り
２
句
ま
で
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

応
募
の
際
は
作
品
に
氏
名
、
所
属
校
区
名
を

明
記
の
う
え
、
市
老

連
事
務
局（
和
泉
市
立

総
合
福
祉
会
館
）ま
で
、

郵
送
ま
た
は
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し

て
い
ま
す
！（

広
報
部
）

◆ お問い合わせ先 ◆
和泉市老人クラブ連合会事務局　☎ 0725−43−7513
和泉市府中町四丁目20番４号（和泉市立総合福祉会館内）�

平
行
で
な
い
」と
指
摘
さ
れ
た
。

　

た
だ
、
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
の

は
ゴ
ル
フ
で
、
関
空
ゴ
ル
フ
で

は
80
台
で
回
っ
て
い
た
の
で
高

齢
に
な
れ
ば
エ
ー
ジ
・
シ
ュ
ー

ト
は
楽
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、

御
年
82
歳
の
今
、
ゴ
ル
フ
も
ガ

タ
ガ
タ
で
最
近
で
は
常
に
３
桁

た
た
い
て
い
る
。
油
絵
も
意
の

ご
と
く
描
写
で
き
ず
、
ま
さ
に

こ
の
世
の
終
わ
り
、
シ
ニ
ア
と

は
人
生
の
終
息
期
だ
と
思
い
知

ら
さ
れ
た
。

　

だ
か
ら
と
い
っ
て
嘆
い
て
い

て
も
始
ま
ら
ん
の
で
、
気
持
ち

だ
け
は
常
に
前
向
き
に
持
ち
た

い
。
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ウ
ル
マ
ン

い
わ
く
「
人
は
年
を
と
っ
て
も

老
い
な
い
、
理
想
を
失
う
と
き

に
初
め
て
老
い
が
く
る
」と
…
。

　スポーツ・レクリエーション・社会見学では日々の生活を豊
かにし、環境美化・社会奉仕・世代間交流では地域の皆さまと
のふれあいを実感できます。これまでの知識や経験を大いに発
揮して、生きがいと健康づくりに励みましょう！

光
明
台
南
校
区　

田
代　

一
男

和泉市役所 生活環境課からのお願い　　　　 ごみ分別に関するお問い合わせ先：TEL. 0725 − 99 − 8122

生ごみの水切り

　ごみの中身の約19パーセントは生ごみが占めて
います（平成30年度実績）。また、生ごみの約80パ
ーセントは水分であり、この水分にもごみ処理経費
がかかります。
　生ごみは毎日出るものなので、出すたびに少し気
にかけていただければ、水分は随分減らせます。簡
単にできることから始めましょう。

最初から
水に濡らさない

ごみ出し前に
ひと絞り

水気を乾かす
（ティーバッグなど）

リサイクルできる紙ごみの分別

◆資源化できる紙類
　◦レトルト食品が入った空箱
　◦古い封筒やはがき
　◦ラップの外箱および芯（金具をはずす）
　◦カッターシャツなどに入った台紙
　◦チケット・メモ帳　　　　　　　　など

生ごみに含まれる
水気を絞りとりましょう

日常（可燃）ごみに出されている
「紙ごみ」を分別しましょう

紙ごみ分別用紙袋をご利用ください！
※「広報いずみ（平成30年９月号）」にて配布しました。

◆資源化できない物
　◦ワックスのついた紙コップ
　◦油紙　◦写真　◦感熱紙（レシート）
　◦粘着物のついた封筒や圧着はがき
　◦紙おむつ　　　　　　　　　　　　など

《シンボルマークの由来》
　台の円は、泉大津市・和泉市・高石
市の協和を意味し、この地域の取石池

（とろすいけ）を詠んだ万葉集「妹が手
を取石の池の波の間ゆ鳥が音異（ねげ）
に鳴く秋過ぎぬらし」を引用し、３羽

（３市）の水鳥が大空に羽ばたき、環境にやさしい街づ
くりに取り組むことを象徴したものです。

中央制御室

ごみクレーン

蒸気タービン発電機

プラ容器圧縮梱包機

資源物を選別中

シンボルマーク

STOP！ 詐欺被害！
　息子、銀行員、警察官などを名乗っ
て電話をかけてきて、お金をだまし取
る詐欺が多発しています。ご注意くだ
さい。犯人は音声が残るのを嫌がりま
す。心当たりのない電話には出ず、在
宅中も留守番電話を設定しましょう。
　また、ＳＣ大阪から配布されている
ステッカーを電話機の近くや受話器に
貼って、詐欺被害をなくしましょう！

「もしや、これは詐欺では？」と思ったら…
お近くの警察署までお問い合わせください。
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私たちは、和泉市老人クラブ連合会の活動を応援しています
心療内科・精神科・内科

（0725）54ー1380

午後 1 ：00～ 4 ：00
午前 9 ：00～12：00
診 療 時 間 月 火 木 金 土 日・祝水

和泉市箕形町6－9－8（南海バス箕形バス停西へスグ）
電話予約が必要です

（財）日本医療機能評価機構認定

和泉中央病院

もの忘れ外来 認知症治療入院 等
デイケア・デイナイトケア・認知症デイケア

（0725）54ー1276

もの忘れ・介護・認知症に関する 
各種相談をお受け致します。 

受付時間
午前９時～午後10時

もの忘れ
ホットライン

いつも
笑顔を絶やさず

素敵な日々を

　　　　　

光 明 荘光 明 荘
◆ショートステイ
◆訪問入浴サービス
◆地域包括支援センター
◆いきいきネット相談支援センター

◆デ イサ ー ビス
◆ホームヘルパー
◆居宅介護支援事業所
◆福祉有償移送サービス

和泉市伏屋町３ー８ー１
（0725）56ー1882（代）

特別養護老人ホーム

和泉市唐国町１－９－２ （0725）53－5588

故人様との大切な時間をゆっくりと
お過ごし頂く事ができます。

家族葬・親族葬
法事・法要まで
真ごころをこめて
お手伝いさせて
いただきます。
【24時間対応】

和泉市唐国町4丁目15番56号

社会福祉法人　 葛 城 会

（0725）53ー1126（代）

唐国園特別養護
老人ホーム

〒594ー0031 和泉市伏屋町5ー1ー25
TEL（0725）57ー8208 FAX57ー8207

医療法人 佑絢会 グランデージ和泉

サービス付き高齢者向け住宅

ひとつ上の暮らしがある
安心のわが家

医療法人 井上歯科医院

いぶきのデンタルクリニック
Ibukino Dental Clinic

歯科 ・ 小児歯科 ・ 歯科口腔外科 ・ 矯正歯科

（0725）57ー8241
和泉市いぶき野2ー11ー7

http://www.ibukino-dc.com

最終受付は診療終了の30分前となります。

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ／ ○ ○ ○

日・祝
／
／14 30 ～： 19 00：

9 30 ～： 13 00：

TEL （0725） 53ー1555 

やさしく生命をまもる

Kinshukai

いのち

精神科のみの診療科にとらわれることなく、
全人的病院を展望

精神科・心療内科・内科・リハビリテーション科・人工透析科
許可病床数 678床

（精神科528床、アルコール60床、介護療養型90床）

和泉市あゆみ野1-7-1

http://www.shinizumi-hp.or.jp/ 

医療法人　聖和錦秀会

阪和いずみ病院
せいわ　

平
成
か
ら
令
和
に
変
わ
り
、
新
し
い

年
を
感
じ
て
お
ら
れ
ま
す
か
？　

辻
市

長
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
、“
新
元
号

が
「
令
和
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。
和
泉

市
の
「
和
」
が
元
号
の
一
文
字
に
な
っ

た
こ
と
が
、
と
て
も
あ
り
が
た
く
嬉
し

く
思
い
ま
す
。こ
の「
令
和
」に
は「
人
々

が
美
し
く
心
を
寄
せ
合
う
中
で
、
文
化

が
生
ま
れ
育
つ
」
と
い
う
意
味
が
込
め

ら
れ
て
お
り
、
万
葉
集
に
あ
る
文
言
か

ら
引
用
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
日
本
古
典

に
由
来
し
て
い
ま
す
”
と
書
か
れ
て
い

ま
し
た
。「
令
和
」
元
年
が
良
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
ど
の
記
事
を
興
味
深
く

読
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
か
？　

年
を

重
ね
る
と
目
も
悪
く
な
り
、
小
さ
い
文

字
が
見
え
に
く
く
な
る
た
め
、
写
真
や

タ
イ
ト
ル
部
分
だ
け
目
を
通
す
方
も
お

ら
れ
ま
す
。
で
き
る
だ
け
写
真
を
多
く

使
用
し
、
見
や
す
い
紙
面
づ
く
り
を
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
お
気
づ
き
に
な
っ

た
際
は
、
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
市
老
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

「
す
こ
や
か
和
泉
」
を
拡
大
し
て
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
広
報
部　

栗
山　

順
行
）

ご
協
賛
い
た
だ
い
た

皆
さ
ま
へ
の
お
礼

　

こ
の
た
び
は
「
す
こ
や
か
和

泉
」
第
42
号
の
発
刊
に
あ
た
り
広

告
掲
載
の
ご
協
賛
を
賜
り
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
暑

い
日
々
が
続
き
ま
す
が
、
お
元
気

で
ま
す
ま
す
の
ご
隆
盛
を
祈
っ
て

お
り
ま
す
。今
後
と
も
引
き
続
き
、

一
層
ご
支
援
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

和
泉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

編
集
後
記

写真「ふたつのしずく」
光明台北校区　竹澤　泰三

写真「谷山池のヒメボタル」
青葉はつが野校区　中田　治久

写真「伊勢太神楽」
北池田校区　門林　清成

　５月22日㈬、旧南松尾小学校が「南松
尾校区老人集会所」として整備されたのを
記念し、和泉市老連校区会長会議の新旧メ
ンバーにより、親睦を深めるグラウンド・
ゴルフ大会を開催、32人が出場しました。

　初めてクラブを握る人も数名いま
したが、３ラウンド合計で優勝スコ
アが59、最下位のスコアが86と大
崩れする人もなく、まずまずの成績
でした。
　賞品は、篤志により全員に行き渡
る粋な計らいで、メンバー間の絆を
より深めた１日となりました。

南松尾校区老人集会所 開設記念
グラウンド・ゴルフ大会を開催！

素敵な作品を投稿していただき
ありがとうございました！


